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有　川　佳　宏（津田教授） 「MU Radar/RASS Observations of Detailed Temperature Structure



































































































































宮　川　博　尚（津田教授） 「Observations of Mesospheric Sporadic Sodium Layers with the MU






































































小　泉　尚　文（塩津教授） 「水の管内強制対流サブクール沸騰臨界熱流束」(Critical Heat Flux for
Subcooled Forced Flow Boiling of Water in a Tube)
核融合実験装置である大型ヘリカル装置用ダイバータの冷却管路を対象とし、要求される超高熱流束
密度における冷却性能を満足する最適な除熱システムを設計するためのデータベース確立を目標とし
て、圧力、流速、サブクール度を系統的に変化させた模擬実験を行い、臨界熱流束について検討を行っ
た。
田　尻　雅　之（野澤教授） 「SOIアイランド構造に関する研究」
SOIアイランド構造はSOI(Silicon on Insulator)構造においてソースとドレインの近傍で下のSi酸化層
が盛り上がっており、狭いSi層にポテンシャル障壁が形成されるため量子効果が現われやすい。この効
果のシミュレーション法を探るのが私の研究テーマである。
長　澤　　　大（野澤教授） 「ＥＯ効果を利用した強誘電体膜の結晶性評価」
ＥＯ(Electro Optic)波形測定システムは、単光パルスレーザ光と電気光結晶を利用して、ＩＣ内部の
信号を大気中で非接触測定するシステムである。
本研究では、同システムを用いて、強誘電体膜の自発分極を測定することで、膜そのもの電気特性の
分析などへの応用を目指している。
藤　井　芳　郎（野澤教授） 「強誘電体を用いた機能メモリの設計」
機能メモリは従来のメモリに演算回路を付加したものである。メモリのワード毎に演算回路を設ける
ことにより、並列演算が可能となる。機能メモリに強誘電体メモリを用いる事によって、面積、演算速
度の面が向上すると考えられる。テストチップを製作し、その演算方法手段等を分析する事を目的とし
ている。
